（自治基本条例市民検討チーム）第９回準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年４月３日（月）午後６時　～　８時

	場　　所　　　　　　　市役所第三庁舎　７０１会議室

	出席者：荒井、植木、春日、国友、小泉、児島、幸道、宅見、橋爪、平井、増田、松山、柳下

欠席者：なし

議事進行記録担当：（司会）国友、（司会・記録補佐）植木、（記録）春日

傍聴者：大窪　　　　事務局：小村、征矢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

○　準備会として、全体会議にはかるべき必要事項の洗い出しを行った。
検討は、あらかじめ出されていた資料１「準備会検討事項とそれらに関する意見」【１、会の名称、目的、構成など会の基本的事項を定めた会則（規程）の検討について　２、会と市（行政、市長）との間でパートナーシップ協定を結ぶことの是非の検討および締結するとした場合の協定に盛り込む項目、内容について　３、運営推進組織体制について　４、広報組織体制について　５、策定作業開始時期の小グループ検討について　６、勉強会と学識経験者参加について　６項目からなる】と、資料２「鎌倉市自治基本条例策定市民会議会則（案）」をめぐってなされた。
この結果、全体会議にはかるべき必要事項は、両資料に網羅されているとしたうえで、20日（木）の全体会にはかるのは資料１の１、及び３、項が緊急と判断。この１、及び３、項と資料２「鎌倉市自治基本条例策定市民会議会則（案）」【（目的）第１条、（会の名称）第２条、（会員）第３条、（組織）第４条、（役員）第５条、（評決）第６条、（事務局）第７条、（委任）第８条　８条からなる】が同じ観点に立っており、資料２が具体的に条文となっていることから資料２の逐条検討を行った。
なお、資料１のその他の項目は今後の運営体制の中で検討される項目とした。
○　資料２の検討

（目的）

第１条　本会は（鎌倉市の呼びかけで応募した市民検討チームのメンバーと）市民と市の協働作業によって「（仮称）鎌倉市自治基本条例」の素案を策定することを目的とする。
【（カッコ内）は簡略化する方向で、下線部は入れるべきか削除すべきかで再検討】
（会の名称）

第２条　本会の名称を「鎌倉市自治基本条例策定市民会議」とする。【原案どおり】
（会員）

第３条　本会の会員は（鎌倉市の呼びかけに応募した者）をもって会員とする。

ただし、この会の趣旨に賛同する者で参加を希望する者の参加を妨げない。

【（カッコ内）の語句の適否の再検討。及び、ただし書の条文についてこの会は開かれた、誰でもがいつでも参加、意見を述べられる会としたいという意見もあったが、今後全体会議の素案策定の種々段階で議決を要するケースが予測され、その際に同じテーブルでの認識が必要ではないかということからいろいろ意見を聞く方法論は別途考えるとし、この会員は１０７名と規定する意見が多数を占めたが再検討とした。】
○　第４条以下と、第１条と第３条の再検討部分は次回１２日（水）にする。

なお、新たな項目として（運営）を第５条として原案第８条中に追加する提案がなされた。



	特 記 事 項

１　次回第10回準備会の開催

日時・場所：平成１８年４月１２日（水）午後６時～８時　２０１会議室
議事：前回第９回の続き、次回「全体会議」に向けての準備会の作業（グループ分けほか）と分担、４月以降の大まかなスケジュール、その他
議事進行記録担当：小泉、児島、幸道


